
新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)のミンクへの感染機序に関する新たな研究成果

COVID-19は、ヒトを含む他種の哺乳動物間での感染が認められる人獣共通感染症であ
る。2020年4月より、新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)のヒトからペット(犬、猫)や大
型猫科動物(トラ、ライオン)などへの感染例が報告されている。

2020年7月に、SARS-CoV-2のミンクからヒトへの感染が報告された。その後、オランダ、
スペイン、米国などのミンクの養殖場において、 SARS-CoV-2の数十万匹のミンクへの
感染例が次々と報告されている。 SARS-CoV-2のミンクへの感染は、他の哺乳動物への
感染の状況が異なっている。世界中の研究者が、このSARS-CoV-2の宿主への感受性の
違いについて論じている。

林 琢磨 室長(がん医療、癌ゲノム医療)と小西 郁生 名誉院長らの研究グループは、
ヒトとSARS-CoV-2の感染性とミンクとSARS-CoV-2の感染性との比較をin silico解析法
により検討した。その結果、ヒトと比較して、ミンクはSARS-CoV-2に約1.4倍感染し易
いことが明らかとなった。現在、奥野 恭史 教授(京都大学/理化学研究所)のグループ
の研究協力のもと、林 琢磨 室長らのグループは、スーパーコンピューター富岳など
in silico解析法により、 SARS-CoV-2のヒトを含む哺乳動物への詳細な感染機構を明
らかにし、抗体医薬やペプチド製剤の開発へと貢献することを目指している。
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